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携帯電話を用いた大学共同利用情報流通システムの設計と構築
DesignandDevelopmentofAcademicInformationCirculationSystemusingMobilePhone

葉田罰善章↑篠原正典↑清水康敬↑‐
YoshiakiHadaMasanoriShinoharaYasutakaShimizu

集中的に開発を行うことが効率的であると言える．また，

システム管理が容易となる．

2.2システム開発の方針、

本システムは，大多数の学生が所有する携帯電話が持つ

Webアクセス機能およびメール機能を活用し，教育情報の

流通を通して教師と学習者間のコミュニケーションを活,性

化するツールになることを目指している．

携帯電話は画面が小さく，限られたボタンを用いて操作
される．このため，表示される文字が小さく，入力も困難

であることから，システムの設計においては機能を必要な

もののみとし，携帯電話で動作するインタフェースはシン

プルなものとする．複雑な操作を要求する機能は，コンピ

ュータ上で操作できるように設計し，携帯電話とコンピュ

ータとの役割分担を明確にする．

システム開発では携帯電話のキャリアに依存しないこと

を原則とし，第一段階として今回のシステム開発ではテキ

ス"ﾄのみを扱った．今後は画像や映像のようなマルチメデ
ィアデータに対する特定の機種に依存しないキャリアフリ
ーを目指した変換エンジンの開発などを行い，携帯電話を

利用したe-Leamingで大学を支援できるシステムの構築を
目指す．本システムの改善は実践的運用を通してユーザの
意見をもらいながら進めていく方針である．

3,携帯電話を用いた情報流通システム

3.1概要

本システムの目的は洲1)テシプレートを用いたWebサ
イトへの情報の掲載・閲覧と(2)メールを用いて学習者への
情報流通を行う環境を提供し，教師と学習者間のコミュニ
ケーションを支援することである：携帯サイトには公開授

業や試験情報など誰もが閲覧可能な公開情報，講義情報や
進路・就職情報などのアクセス制限が必要な学内情報のテ

1．はじめに←

近年,:計算機技術や通信技術の進歩に伴い,IT技術を教

育に適用するe-Leamingシステムの構築が積極的に大学に
おいて試みられている[1]・学習においては教師と学習者と
のコミュニケーションが重要であり,e-Learningシステム

においては，メールやチャットがコミュニケーションツー

ルとして広く使われている[2]．しかしこれらは全て閲覧者
が「見る」行為を行わない限り情報の伝達が難しく，また

閲覧場所，あるいはWeb閲覧のためのPC環境の準備が必
要といった制限もある.しかし，大多数の大学生が所持す

る携帯電話は持ち運ぶ弓とが容易であり，いつでもどこで
も利用可能である．さらに,Webアクセスが可能であり，
メール機能では情報の送信がPush的に可能なメディアで
あることから)；これを学内の情報流通の手段として活用す
る動きが出てきた.情報閲覧だけでなく,学生と教員との
講義内容など教育に関するコミュニケーションツールとし
ての利用も行われつつある[3,4]、

このような携帯電話を用いた教師と学習者間の情報流通
システ玉は官的や利用方法に応じて，個f々 の大学が開発を
行うものであり，一部の大学では既に導入を始めている,．
しかし，全ての大学が個々に開発を行えるとは限らず，開
発が困難な機関に対し支援を行う必要があるといえる．こ

イア教育開発センター(以下，のため，独立行政法人メディア教育開発センター（

NIMEと表記)では,(1)開発したシステムをASP(App
ServiceProvider)としてNIMEが大学にサービス提供
(2)NIMEが開発したシステムをプラットフォームと
－プンソース化し，大学がカスタマイズして必要と

lication

宙大学にサービス提供を行う，

トフォームとしてオ

カスタマイズして必要とするシ

ステムの構築を進められるようにすることを目的として

大学情報流通システムの設計・構築を行っている、
をアクセスする本稿では，複数の大学がNIMEのサーノミ

により携帯電話を用いたサービスを受けられるように プレート，事務連絡や講義連絡を行うための連絡メール
畦

こと ン

述するためのシステムの設計，構築，今後の課題について述
べる．

2.情報流通システムの設計

2.1携帯電話用のシステム開発の問題
携帯電話はNTTDoCoMo,Vodafone,KDDIの三社がサ

ービスを行っており，コンピュータと同様の機能を持つブ
ラウザも携帯電話に搭載されつつあるが，各社及び端末に
より携帯用サイトを表示するブラウザの仕様が異なってお
り，同一のソースでは意図した表示がなされない場合があ
る．また，携帯電話は技術の進歩が著しく，約半年で新し
い機種が登場し，新たなサービスの登場が頻繁に行われて
いる．新機種や新サービスに対応するにはその都度，新た
な開発や拡張を行う必要があり，完成された使いやすいシ

》
唾

匡|#割李|:鑑
‘==．．-.噌司＝,0．

情報発僧
メール送棺

ステムにするには時間や開発費が必要である．このため
図1システム概念図

T独立行政法人メディア教育開発センター,NIME
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る．必要に応じ，授業を行う教室，講義時限を登録するこ

とも可能である．

(4)登録情報の関連付け

ユーザ情報と講義情報の登録を行った後，ユーザ情報と

講義情報の関連付けを行う．

3.3教育情報の情報流通のための携帯サイト

本システムでは，大学情報の登録を行うと，登録した大

学の情報を掲載できる携帯サイトが自動的に作成される．

この携帯サイトを用いて教職員から学生への連絡情報を掲

載できる，以下に，携帯サイトの概要を述べる。

(1)大学情報テンプレート

本論文ではWeb上で公開されている白書やシラバス，

大学のホームページなどで発信されている大学情報を参考

表1ユーザと使用可能な機能

ﾕーザ韓圃繰蕊更圃覧織変更愛傭遥僑員僑遥億
学内情無連絡メール質問メール

管理者配oooo oo ×、 0× ×

教員嘩帯O

魚貝、齢O

学生携帯O

一般 携帯 ○

０
０
×
×

０
Ｏ
Ｏ
ｘ

０
０
×
×

半×
ｘ
Ｏ
ｘ

△:機憧の利用を教節試竃択できることを意味する‐

一括送信テンプレートを用意する．図lの概念図に示すよ

うに，ユーザにより利用し易い端末に対応する．

3.2システムへの登録

本システムを利用するための大学側の手続きはNIMEに

学部学科の構成，ユーザ情報，講義情報の提出を行うだけ

である．そして，その基本情報をNIMEのシステム管理者

が登録を行う．本システムを利用する場合に必要な情報の

登録について以下に示す．．

(1)大学の構成情報の登録

最初に，利用する大学より提出された学部学科の構成を

システムに登録する．

(2)ユーザ情報の登録
大学の学部学科の構成を作成した後，ユーザ情報の登録

を行う．本システムでは，大学の一般的な組織構成を参考

に，表lに示した教員，職員，学生，管理者の4種類のユ

ーザを用意し，それぞれの立場に応じて利用できる内容を
異にしている．学生の分類は，学部生，大学院生，研究生、
聴講生の4種類を用意している．各大学でシステムのメン

テナンスをする管理者を設け，教職員の権限で行えない情
報の修正や追加が行なえる，大学全体，学部まで，学科の

みの3種類の管理者が用意されており，管理者IDを複数

発行することも可能である．

ユーザ登録の必須データはユーザID(学生番号や職員番
号を想定),‘パスワード，学部，学科，名前である．学年，

携帯メールアドレスの登録は任意で行える．学生や教員へ

のメール連絡機能を使用する場合は，メールアドレスが登

録されていない場合は利用できない.､パスワード，携帯メ

ールアドレスは登録後,‘ユーザ自身がシステムにログイン

を行い，修正できる．

(3)講義情報の登録

大学の構成情報とユーザ情報の登録後，講義情報の登録

表2に示したテンプレートを作成し、に －卜を作成し，本携帯サイトの

今後の運用を通して，実際に必初期メニューを構成した

要となる項目を取捨選択する予定である

携帯サイトで表示される情報はシステ衿に登録されたユ
ーザの学部学科の情報をもとにユーザに関係するもののみ

が表示される.魔情報を掲載したい場合にはコンピュータや

携帯電話のブラウザでシステムにアクセスし，発信したい

テンプレートの項目を選択し,発信したい情報の題目，内
容の入力を行い，送信を行うだけで情報は自動的に携帯サ
イトに掲載される．掲載の範囲は，教職員が所属する同じ

学科のみ，同じ学部のみ，大学全体，講義単位の4種類が

選択できる．情報ごとに掲載期限の有無の設定が可能であ
り，「有」の場合，情報は期限を過ぎると自動的に削除さ

れる．

(2)講義情報

講義情報ほ,受講の関連付けが行われた教員と学習者が
閲覧でき，担当教員によって掲載されるものである．教員
が講義の連絡を行うために，受講している学生に対する一

括メール送信機能が用意されており，教員は携帯電話，ニ

ンピュータでメールの作成と送信が行える．学生が教員に

対して質問を行う場合には，質問メールのテンプレートに

内容を記入して送信すると担当教員へメールが届く．教員

への質問を他の学生と情報共有する機能として，受講して

いる学生に同時にメールを送る機能が備わっている.,この

学生からの質問メール機能は,教員の判断により不必要な
場合は無効にできる．

を行う．必須の項目は 講義コードー 講義名，担任名であ

夢
インターネッ号

表皇 大学情報テンプレー ﾄの種類
情報発信
サーバ

h1口’
テンプレート｜公開情報学内情報メール配僧

大挙案内駕礎
イベント学生生活案内

一

フアイヤー畦“…蓉為;1墨::急

ｳｵーﾙ画’種類｜倉雛諺難擾難鯨勤
交通アクセス資格案内

その他イベント情報

．，その他
国|■'1

データベース

サーバ 隙罰
．ー

図2ハードウェア構成
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(3)連絡メール機能

(2)講義情報で述べたような学生への連絡メールの一斉送
信が可能である．送信区分は講義単位だけでなく，大学全

体，学部，学科の4種類があり，学年を考慮して送信を行

うことも可能である．

4.情報流通システムの構築

4.1システム構成

本システムはRedHat②EnterpriseLinuxRES3上で 1調発

言語はPHPを用いて開発を行った．データベースには

に示す

能と連携させ，学習者に送信できるようにすることを検討

中である．

携帯電話はその手軽さ故に，アンケートが行いやすい端

末であると言える．講義中の学生の意見をリアルタイムに

反映させることや，簡単な小テストを携帯電話上で行うた

めに，アンケート作成・収集システムが必要であると考え

ており，構築方法を検討中である．

ユーザからのニーズを汲み取り，システムの改善を行う

ために運用を通した改善を行うことを検討している．これ

に伴い，意見を頂きながら，早急に運用のルール化を定め

る必要があると考えている
PostgreSQLを用いている．図2のハードウェア構成
ようにNIMEではサーバの負荷や安定性を考え2台

を行っている．ハードウェアは，サービス提供を踏
で運用6.まと
まえ,

め

安全性を考慮し，不慮の運用データ紛失に備えるデータバ

ックアップ装置,UPSを備え，管理を行う．

42インタフェースと操作の流れ
図3に示す本システムのインタフェース例をもとに，操

作の流れを説明する．ユーザが携帯電話やコンピュータを

用いてシステムにアクセスを行い，目的の大学を選択する

と(A)トップページが表示される．例えば，“イベント
情報”を選択すると.(B)のような“情報の題目一覧”が
表示され，必要な情報の題目を選択すると,(C)のように

掲載された情報が表示される．項目は携帯電話での見やす

さを考慮し，一度に5件までを更新が新しい順に表示する

掲載された情報が新しい(追加されて1週間以内)場合，
"New"マークが自動的に題目の後に付加されて表示され

る．他のテンプレートの情報の閲覧も同様の形で行う．

学内情報の閲覧のログイン画面は，学生，教職員用とユ

ーザに応じて用意されている．ここでは教員用画面を例に

説明を行う(A)hツプご､ミージより“ログイン”を選択し
IDとパスワードの認証に成功すると.(D)のような画面が
表示される．学内情報の閲覧方法は,_公開情報の閲覧の方

法と同様である．サイトへの情報はメニューより“情報発

信”の項目にある“公開情報”を選択し，表示された(E)情
報作成の画面で必要な項目を記入し，“決定”ボタンを押

すことで行える．

管理者の画面は種々の操作を可能とするためコンピュー

タでのみログイン可能としている．コンピュータでわかり

やすいようにカスタマイズされているが，携帯電話の画面

と同様の操作感で情報の閲覧や配信が行える他.(G)掲載
情報の管理画面(例は講義情報の管理画面)により，掲載内
容の変更や削除が行える．また,(H)ユーザ情報一覧や(I)
ユーザ情報の変更画面を用いて，ユーザの情報を変更でき

る．

5.今後の課題

本システムのメール連絡機能では，送信する学生は登録

された区分のみであり，教員が自由に連絡を行う相手を選

択できない．このため，教員が連絡を送信する相手を自由

に編集できるメーリングリスト作成機能を検討中である．

講義資料や説明においてテキストだけでなく画像を用い

る場合があるこのように，学習において画像は欠かせな

いものである．そのため，画像を学生に送信する機能を検

討している‘用意した画像を携帯電話に適した形式に変換

する作業は面倒であるため，自動的に携帯電話に適する形

式に変換する機能を設計中である．そして，連絡メール機

ー

本稿では，携帯電話のためのシステム構築の問題，必要

性について述べ，それらを解決する大学情報流通システム

の設計について述べた．そして，大学がNIMEのサーバを

アクセスすることでサービスが受けられるシステムの構築

の概要について述べた．

本システムはその利用を通して教師と学習者間のコミュ

ニケーションを活性化させることを狙うものである．また，

ASPとして大学へサービス提供する形態ならびに大学が運

用するシステムのプラットフォームとしてシステム開発す

る形態への支援を視野に入れて設計を行っている．

現在，筆者らが大学の授業等で実践的な試用実験を行っ

ており，今後，ユーザからのフィードバックを汲み取り，

必要とする機能の取捨選択を進めつつ，運用を通して使い

やすいシステムに発展さぜて行く．
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